
学校教育目標 
自ら学び 豊かな力を発揮する子どもの育成  
己を律し 自他を思いやる子どもの育成 
自ら鍛え 心身ともに健康な子どもの育成 

令和５年度重点教育目標   
「明日を生きる」共に学び、高め合う生徒の育成 
 
 

 
 

「地域とともにある学校」を目指して 

 
落部中学校長 間 瀬 龍 生 

 

 先日、２月１２日に落部八幡宮の「初午祭」にお招きいただき、その後の新年

会で地域の皆さんといろいろなお話をすることができました。１１月２３日に

は「新嘗祭」にもお招きいただきました。このように地域の皆さんとお話しでき

ることは、私にとって新しい扉を開く好機になりますので大変ありがたく思い、

喜んで参加させていただきました。 

また、２月２６日には第３回落部中学校区学校運営協議会（落部ＣＳ）を開催し、令和５年度の

落部小・中学校の学校アンケートの結果や１年間の活動について、そして令和６年度の活動につい

て話し合うことができました。活動内容には、今年度小中連携でつくりあげた「ふるさと学習実施

計画」への支援も含まれています。協議の中ではたくさんの意見が出されました。落部に多い外国

人技能実習生との交流による国際理解教育もその一つです。ぜひ具体化したい内容です。 

ところが、ここで課題があります。学校が地域と結びつきたいと考えた時に、地域と学校を結び

つけるのが難しいのです。そこで、文部科学省は「地域連携コーディネータ」を配置するように言

っていますが、人材不足や制度整備が進んでいないことなどの理由で、このコーディネータを配置

できている市町はほとんどないという状況です。八雲町でも配置されていません。 

この悩みを委員の皆さんに伝えたところ、委員の方々から「いくらでも仲立ち

するよ」と嬉しい言葉をいただきました。学校にとって地域と結びついて協働す

ることはとても重要です。これからも落部ＣＳの委員の皆様を中心に、地域の皆

様のお力を借りながら子どもたちの教育を進めていきますので、皆様の御理解と

御協力をよろしくお願いいたします。 

３月の行事予定 

１日（金） 

５日（火） 

６日（水） 

８日（金） 

１２日（火） 

１３日（水） 

１４日（木） 

１５日（金） 

１６日（土） 

１７日（日） 

B組お楽しみ会 

公立高校 一般入試 巡回図書 

公立高校 一般面接 

３年生を送る会 

ＡＬＴ来校 

卒業式総練習 

卒業式会場準備  

第４８回卒業証書授与式 

校舎塗装日（校舎使用不可） 

校舎塗装日（校舎一部使用不可） 

２０日（水） 

２１日（木） 

２２日（金） 

２３日（土） 

 

２４日（日） 

２６日（火） 

春分の日 

職員会議 

修了式 離任式 職員会議 

春季休業（４月７日（日）まで） 

ワックス塗布日（校舎使用不可） 

ワックス塗布日（校舎使用不可） 

落部小・中 PTA送別会 

※ 行事予定につきましては、今日現在の予定です。今後、新

型コロナウイルス感染状況や年間行事予定の組み替え等に

より、変更することもあります。ご了承ください。 

令和６年２月２９日（木） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回ピア・サポート学習を実施しました！ 

２月６日（火）、スクールカウンセラーの長野喜美子先生を講師に迎え、３回目のピア・サポート学習を行いま

した。今回は、今年度最後の学習ということで、１・２年生合同で、２時間続きの学習でした。 

「心のハート」という演習では、自分の気持ちを聞いてもらったり、仲間の気持ちを知ったりする体験を通し

て、誰もが喜びや不安と共に生活していることを実感し、生徒たちは少し安心した表情となっていました。また、

「伝言ゲーム」という演習では、なかなか、正しく言葉を伝えられない中、相手の言葉をしっかり聴きとり、確

認し、理解しあうことの大切さについてご指導をいただきました。最後は、「対立の解決方法について」という演

習を行い、トラブルを解決するために、ルールを確認したり、お互いの考えをしっかり聴いたりと、解決に向け

たノウハウを学ぶ機会となりました。 

生徒たちは３回の学習を通して、コミュニケーションの大切さを学び、スキル向上にもつながりました。さら

に、お互いを思いやる落部中学校に成長していくことを楽しみにしています。 

卒業証書授与式は全校生徒が参加します！ 

３月１５日（金）に行われる卒業証書授与式はコロナ明け初の授与式となります。

ここ数年卒業生のみの参加となっていましたが、今年度から全校生徒が参加できるこ

ととなりました。卒業生は、この３年間の成長を最高の形で後輩たちに見せてほしい

と思います。在校生は、行事や部活動などで、この学校を引っ張ってくれた先輩たち

に感謝を伝える時間としましょう。 

お忙しい時期ではございますが、卒業生の保護者の皆様、ぜひ、ご来場いただけま

すよう、よろしくお願いいたします。 

自転車通学時のヘルメット着用の義務化について 

令和５年４月１日から改正道路交通法の施行により、自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化されま

した。これに合わせて、落部中学校では「ヘルメット着用を推奨」してきました。 

しかし、町内の他の中学校に目を向けると、野田生中学校・八雲中学校ともに自転車通学 

ではヘルメットの着用は義務化（野田生は学校指定・八雲は各自で購入）されています。ま 

た、統計的に見ても自転車事故の死亡原因は頭部外傷が最も多く、頭部をヘルメットで保護 

することが安全のために有効であることは確実です。そのため、命を守ることを最優先とし 

て、令和６年４月から自転車通学ではヘルメットの着用を義務化します。 

これに先立って、２月２２日に、１・２年生がヘルメットについて考える集会を開きました。生徒指導部

から義務化に至った経緯を知らせ、リーダー役の生徒が中心となってグループ討議を進めました。討議①は

『ヘルメット着用が義務化されるとどうなるか』でした。生徒たちからは、・安全性が高まる・地域からの見

られ方が良くなる・ダサい・髪がつぶれる・暑くて熱中症になる・自転車通学をやめる人がでる、などの意

見が出されました。討議②は『着用するヘルメットはどんなものにするか（自由か指定か）』でした。これに

も、好きなデザインのものをかぶりたい・自由だとデザインでいじられたり嫌な思いをしたりするかもしれ

ない・指定だとカッコ悪い・指定だとどれが誰のかわからなくなる・自由だといいものが盗まれる、など、

私たち教員の想定を超える多様な意見が出されました。 

何より嬉しかったのは、５つのグループに分かれた２４人の生徒たちが、リーダーを中心に真剣に話し合

いに参加していたことです。相対する意見であってもお互いの意見を否定することなく、穏

やかで活発に討議を進めていたことです。来年度を担う生徒たちのこの様子を誇らしく思い

ました。 

ヘルメット着用に関する詳細は生徒たちの意見を参考に３月上旬にあらためてお知らせ

いたします。子どもたちがヘルメットをかぶるよう、ご家庭でしっかりと指導してください。

ご理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 
 
 
 

その他の行事については、

HPで確認！ 


